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The effect of the various utilization forms on interior





Following the various uses given to historical buildings, the air quality in the
interior of these was measured, and its relationship with the mentioned uses has
been investigated.  As a result, a connection between the utilization form and the
indoor air quality of the building has been confirmed.  It has been particularly
noticed that the coming and going of many visitors has a severe increasing effect
on alkaline components.  The vibration caused by visitors and by events that





























































































































酸性度 変色試験紙 － ２４ 
有機酸 ｲﾝﾋﾟﾝｼﾞｬ捕集／IC分析 １.０ 約２０ 
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まとめ
　施設近くを走る幹線道路の影響や展示利用施
設では展示パネルからの放散と思われる成分が
検出されるなど立地や活用形態に見合った結果
を確認できた。これまでの調査においてはおお
むね文化財収蔵環境としておおきな問題がある
建造物はみられていない。
　展示スペースやイベントスペースで若干アル
カリ（NH4+）値が高い値を示した。これは来館
者に由来する。CO2濃度については開館時間に
上昇がみられるものの閉館後には元の状態（未
活用時）に回復し、ガス濃度が蓄積する傾向は
みられなかった。
　建物を構成する素材の振動特性を明らかにす
ることができ、観光客やコンサートで発せられ
る振動の伝播特性を把握できた。今後はこれら
の振動が素材の劣化などにどのような影響を与
えるのか調査する必要がある。活用にあたって
その建造物の構成材料が持つ振動特性を把握す
ることは、適切な管理運営に必要となる。
　歴史的建造物はその規模にもよるが、年間数
万人もの来場者数がある。今後の活用によって
はさらに来場者は増えるであろう。その場合現
在の活用スペースだけで補えず、新たな活用ス
ペースを生み出さす必要に迫られる。本調査は
活用に際し建造物が受ける影響をモニタリング
するにあたっての基礎データとなる。今後はさ
らに建造物の活用形態に見合った測定項目の選
定を行ない、効果的な調査方法の確立を目指す
予定である。
